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令和６年5月定例会

個人住民税の定額減税について
わが国経済をデフレに後戻りさせないための措置として、納税者及び配偶者を含めた扶養親族一

人につき、令和6年分の所得税３万円、令和６年度分の個人住民税１万円の定額減税が実施されるこ
ととなりました。

対象となる方
◯前年の合計所得金額が1,805万円以下の個人住民税所得割の納税義務者

＊合計所得金額が1,805万円を超える方、均等割のみ課税されている方、非課税の方は減税対
象外です。

減　税　額
◯本人、配偶者を含む扶養親族１人につき、１万円（町民税6,000円・県民税4,000円）
（例）同一生計配偶者と子ども２人を扶養している場合
　　１万円×４人（本人+控除対象配偶者+子ども２人）＝４万円
その他の改正

・ 職権による減免を可能とする規定の追加（町長が認める場合）
・ 令和6年能登半島地震災害の被災者に係る個人住民税の特別措置
・ 固定資産税等の負担調整措置等の延長

平成30年度から、国保運営の責任主体は県となっています。
●改正概要

Ⅰ 賦課限度額の改正（国の基準による） 　106万円（現行：104万円）に引き上げる。
＊負担の公平性、中間所得層の負担の軽減から、後期支援分について２万円引き上げる。
Ⅱ 軽減判定所得の改正（国の基準による） 　（軽減幅を拡大）

①5割軽減対象世帯の算定において、被保険者数に乗ずべき金額29.5(現行29.0)万円に引き上げる。
②2割軽減対象世帯の算定において、被保険者数に乗ずべき金額54.5(現行53.5)万円に引き上げる。

Ⅲ 税率の改正 　医療分、後期支援分、介護分ともに引き上げる。
この税率は、令和６年度の国保加入者の所得状況と県に支払う事業納付金額を勘案して算定しています。
税負担の急増を防ぐため、前年度繰越金4,000万円を令和６年度国保会計に充当しています。

区分 医療給付分 後期高齢者支援金分 介護納付金分
R ５年度 R ６年度 R ５年度 R ６年度 R ５年度 R ６年度

所 得 割 率 6.29％ 7.42% 1.69% 2.05% 1.56% 1.80%
均 等 割 額 24,900 円 26,600 円 9,500 円 10,500 円 11,500 円 12,700 円
平 等 割 額 26,000 円 28,000 円 9,200 円 10,000 円 7,100 円 8,400 円

（特 定 世 帯）  (13,000 円）(14,000 円） (4,600 円） (5,000 円）
（特定継続世帯） (19,500 円）(21,000 円） (6,900 円） (7,500 円）
賦 課 限 度 額 65 万円 65 万円 22 万円 24 万円 17 万円 17 万円

特定世帯：後期高齢者医療保険へ移行することにより、国保単身世帯となった世帯。
特定世帯の対象となってから5年間は平等割が２分の１、その後３年間は４分の３に軽減されます。

●みなべ町税条例の一部改正

●みなべ町国民健康保険税条例の一部改正

今回の主な条例改正の内容

みなべ町議会だより P2



物 品 名	 小型動力ポンプ付積載車(軽)及び同(デッキバン)
契約金額	 1,244万円
配 備 先	 第1分団	第2班(埴田地区)
　※消防自動車整備計画により、使用年数20年を期限として、年間2台の購入としています。

令和６年5月定例会

注目予算をピックアップ

物品売買契約の締結

補 正 予 算令和６年度 一般会計
補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 5,518万円

コミュニティ助成事業補助金	 700万円
広報広聴費（タブレット購入）	 13万円
保育所及びこども園費	 26万円
地域公共交通対策費	 150万円
生活営農資金利子補給金	 122万円
トイレトラック購入費	 2,700万円
国民宿舎改修費	 831万円
戸籍システム改修委託料	 308万円

88億5,922万円

生活営農資金利子補給金
122万円

降雹により、農作物等被害に係る生活営農資金
の融資に対する利子補給です。
●対 象 者；特に農業経営に深刻な影響があるもの。
●貸付条件；限度額200万円または被害金額のいずれ

か低い額で基準金利2.35％（県1.05％、農協0.775％、
町0.525％）を利子補給し、農家負担はゼロです。

●受付期間；令和6年5月7日から同年9月30日まで
で、JA紀州で受け付けています。

トイレトラック購入費
2,700万円

災害時の避難所等でのトイレ問題を少しでも
解消するため、トラック型の防災用トイレを購
入します。自走移動により必要な避難所に迅速
に設置でき、衛生面と安全面も確保できます。

国民宿舎改修費
831万円

　自家発電設備設計委託334万円
ここは避難所になるため、震災、台風時の停

電時に備え、自家発電機を設置するものです。
　エレベーター改修設計委託497万円

エレベーターは、本館と別館、調理室からの2
階への荷物専用リフトの3基あります。平成5年
と9年に設置されましたが、部品がなくなり次第、
修繕不可能となることから更新をするものです。

コミュニティ助成事業補助金
700万円

宝くじ助成事業として、大川区と高野区の祭礼
用具の整備500万円と、町の単独事業として、各
区から要望のある集会所などの改修に200万円を
計上しています。
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み
な
べ
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

Q
こ
の
改
正
は
住
民
の
方
々

に
直
接
関
係
す
る
。
内
容
を
わ

か
り
や
す
く
か
み
く
だ
い
て
、

伝
え
る
努
力
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
県
に
も
そ
の
努
力

を
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
わ
か
り
や
す
く
発
信
し
つ

つ
、
直
接
の
お
問
い
合
せ
に
も

丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
県

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
適
宜
、

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

政
策
推
進
課

広
報
公
聴
費
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
購
入
）　
　
　

13
万
円
新
規

Q
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

発
信
は
、
誰
を
対
象
に
し
、
何

を
目
的
に
し
た
も
の
な
の
か
。

A
イ
ベ
ン
ト
等
の
告
知
を

町
内
の
方
に
お
伝
え
す
る
こ

と
、
町
外
に
情
報
を
発
信
し

て
、
観
光
等
の
交
流
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

Q
情
報
発
信
の
即
応
性
は
大

事
だ
が
、
同
時
に
責
任
も
伴
う
。

情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
ど
う

す
る
の
か
。

A
各
課
の
情
報
を
政
策
推

進
課
が
審
査
し
、発
信
し
ま
す
。

そ
の
審
査
の
た
め
の
運
用
指
針

を
作
成
し
て
、
問
題
が
発
生
し

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
す
。

消
防
防
災
室

ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
購
入
費

２
，
７
０
０
万
円
新
規

Q
購
入
費
の
７
割
が
交
付

税
措
置
さ
れ
る
と
の
認
識
で
ま

ち
が
い
な
い
か
。
残
金
の
３
割

は
、
以
前
の
答
弁
ど
お
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
型
の
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
ま
か
な
う

の
か
。

A
７
割
の
約
１
，
９
０
０
万

円
が
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。

残
り
の
３
割
、
約
８
０
０
万
円

は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
活
用
せ
ず
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
付
で
ま
か
な
う
予
定
で

す
。Q

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
利
用
し
な
い
理
由
は
。

A
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
委
託
料
が
約
２０
％
と
高

す
ぎ
る
た
め
で
す
。

Q
何
ら
か
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

公
募
す
る
考
え
は
。

A
購
入
費
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ

費
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
町

の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
公
募
で

は
な
く
、
プ
ロ
に
依
頼
す
る

予
定
で
す
。

Q
プ
ロ
に
複
数
案
作
成
し
て

も
ら
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
選

ん
で
も
ら
う
場
面
を
設
け
て
は
。

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

A
検
討
し
ま
す
。

Q
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
は
ど
こ

に
保
管
す
る
の
か
。
町
内
で
の

発
災
直
後
、
ど
こ
に
配
備
す
る

考
え
か
。

A
普
段
は
小
山
田
に
常
設

し
て
お
き
、
発
災
後
に
は
、
避

難
所
と
な
っ
て
い
る
上
南
部
小

学
校
か
上
南
部
中
学
校
に
移
動

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

令和６年5月定例会

条
例
改
正
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令和６年5月定例会
す
。Q

医
王
寺
に
避
難
し
た
小
中

学
生
の
ト
イ
レ
を
ど
う
す
る
の

か
。
ト
イ
レ
ト
ラ
ッ
ク
は
、

真
っ
先
に
医
王
寺
に
行
く
べ
き

で
は
な
い
か
。　

A
ト
ラ
ッ
ク
の
機
動
性
を
い

か
し
て
医
王
寺
等
、
緊
急
性
の

高
い
と
こ
ろ
に
行
く
べ
き
だ
と

の
思
い
は
同
じ
で
す
。
た
だ
現

状
の
道
路
で
は
狭
い
と
こ
ろ
も

あ
り
、
到
着
で
き
る
か
の
不
安

は
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
現
在
、

医
王
寺
へ
の
避
難
道
を
整
備
中

で
す
。
併
せ
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル

型
ト
イ
レ
や
備
蓄
倉
庫
の
設
置

等
、
避
難
所
機
能
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

Q
劣
化
を
抑
え
る
た
め
に
屋

根
の
あ
る
場
所
へ
保
管
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
。

A
確
か
に
そ
の
通
り
で
す

が
、
防
災
備
蓄
倉
庫
の
上
に
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
こ
に
常
設

し
、
公
衆
ト
イ
レ
の
よ
う
に
普

段
か
ら
皆
さ
ま
に
使
用
し
て
い

た
だ
く
考
え
で
す
。

自治功労者表彰
町議会議員として11年以上在職し、功労があった3名の議員が

和歌山県町村議会議長会から表彰されました。

真造賢二	議員
この度は、自治功労者表彰をいただくことができて誠に光栄に思います。これも温かく応
援していただいた皆さまのおかげです。今後も初心のままに、皆さまと力を合わせ、明る
く豊かな町づくりにまい進してまいります。

谷本吉弘	議員
今回、自治功労者表彰をいただきました。12年にわたり、町民の皆さまからのお声、ご要
望を町政に届け、住みよい町づくりを考えてまいりました。至らぬ点が多々あったかと思
いますが、今後とも鋭意努力してまいります。

井口雅裕	議員
皆さまのおかげで表彰されたことをたいへん光栄に思います。
人にやさしい町づくりをモットーにがんばってきました。これからも「オオキニ　ヨウナ
ッタヨ‼」と言ってもらえるのを励みにがんばっていきたいと思います。

みなべ町議会だよりP5



一般質問

漁　業

質問 台風からの船舶避難について
答弁 専門家の意見をいただき、判断したい

宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

質
問堺

漁
港
や
南
部
漁
港
の

台
風
時
に
お
い
て
の
避
難

に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

台
風
時
期
と
呼
ば
れ
る

の
は
5
～
11
月
の
海
水
温

が
高
く
な
る
時
期
と
考
え

る
が
、
最
近
は
気
候
変
動

に
よ
り
い
つ
何
時
に
発
生

し
て
も
お
か
し
く
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
想
定
外

は
別
と
し
て
も
台
風
上
陸

は
年
間
5
個
前
後
と
思
わ

れ
る
。

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
漁
港
内
に
係
留
さ
れ
て

い
る
漁
船
や
遊
漁
船
は
、

高
波
回
避
の
た
め
白
浜
大

浦
港
に
避
難
を
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
自
港

で
台
風
か
ら
の
暴
風
や
高

波
を
か
わ
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
。
他
の
漁
港

の
よ
う
に
テ
ト
ラ
や
一
文

字
突
堤
、
堤
防
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
避
難
港
に
か
わ
さ
な
く

て
も
い
い
よ
う
な
状
況
に

町
長被

害
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
白
浜
の
綱つ

な

不し

知ら
ず

や
内

の
浦
漁
港
に
避
難
を
す
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

堺
漁
港
は
耐
震
津
波
対

策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

台
風
か
ら
の
避
難
拠
点
漁

港
に
は
位
置
づ
け
さ
れ
て
い

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

漁
港
に
係
留
さ
れ
て
い
る

船
数
は
60
～
80
隻
。
漁
業

に
関
わ
る
人
た
ち
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
も
自

港
で
回
避
す
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
の
調
査
を
前

向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

な
い
。県
に
確
認
を
す
る
と
、

県
指
定
の
避
難
港
と
い
う

も
の
は
な
く
各
漁
港
管
理

者
の
判
断
で
防
波
堤
等
の

係
留
施
設
の
整
備
が
な
さ

れ
て
い
る
。み
な
べ
町
管
理

の
漁
港
に
お
い
て
は
各
種

施
設
の
整
備
は
行
っ
て
い
る

が
地
理
的
条
件
等
か
ら
避

難
拠
点
と
な
る
よ
う
な
整

備
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。質

問
さ
れ
た
綱
不
知
や
内
の

浦
漁
港
は
湾
内
に
あ
り
静

穏
度
が
高
く
避
難
に
適
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
漁
船
等

の
受
け
入
れ
を
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
。

現
状
把
握
の
調
査
に
つ

い
て
は
、施
設
整
備
に
要
す

る
費
用
や
、ま
た
そ
れ
に

見
合
う
効
果
が
い
か
ほ
ど

か
等
を
専
門
家
の
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
判
断
を

し
て
い
き
た
い
。地
理
的
条

件
や
施
設
設
備
が
十
分
で

な
い
と
判
断
さ
れ
た
と
き
、

避
難
手
当
等
が
よ
い
の
か
、

漁
業
共
済
と
の
兼
ね
合
い

も
含
め
て
、漁
業
振
興
協

議
会
と
議
論
を
交
わ
し
必

要
な
支
援
を
考
え
て
い
き

た
い
。

再
質
問

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
お
い

て
漁
港
を
含
め
て
住
民
が

被
害
を
う
け
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
願
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。
自
港
の
静
穏
度
を

保
つ
た
め
に
は
多
額
の
工

事
費
用
が
必
要
な
の
は
理

解
を
す
る
が
、
調
査
の
結

果
に
よ
っ
て
は
最
大
限
の

努
力
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長現

実
問
題
と
し
て
可
能

か
と
い
う
調
査
は
し
て
い

き
た
い
。た
だ
漁
船
の
保
険

や
被
害
を
受
け
た
場
合
の

状
況
も
加
味
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。早
急
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
が
、長
い
歴
史
の
中
で
よ

い
方
法
が
な
か
っ
た
か
専

門
家
の
意
見
を
聞
い
て
み

た
い
。
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一般質問

質
問令

和
5
年
度
当
初
予
算

に
お
い
て
、
清
川
球
場
の

夜
間
照
明
設
備
更
新
工
事

が
承
認
さ
れ
、
現
在
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
長
年
に
よ

る
照
度
の
低
下
、
照
明
器

具
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の

経
年
劣
化
が
確
認
さ
れ
、

安
全
面
を
考
慮
し
、
快
適

な
利
用
を
確
保
す
る
た
め

に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
の

助
成
を
活
用
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

近
年
の
使
用
状
況
は
、

土
日
、
祝
日
の
日
中
利
用

は
６
割
ほ
ど
で
、
学
校
関

係
の
ほ
か
梅
の
里
野
球
大

会
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等

町
長Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
に
伴
う
安
定

し
た
明
る
さ
の
確
保
に
よ

り
、
安
全
で
快
適
な
利
用

が
で
き
る
こ
と
で
、
野
球

以
外
の
種
目
や
催
し
物
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。町

外
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
や
他
の
練
習
場
と
し

て
の
利
用
を
町
か
ら
発
信

し
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と

も
相
談
、
検
討
を
加
え
て

に
使
わ
れ
ま
す
。
夜
間
利

用
は
、
社
会
人
野
球
等
で

年
間
50
日
程
度
と
聞
い
て

い
ま
す
。
今
回
の
更
新
工

事
を
機
に
、
他
の
ス
ポ
ー

ツ
や
住
民
の
健
康
づ
く
り

の
場
と
な
る
よ
う
、
夜
間

の
利
用
度
を
あ
げ
ら
れ
な

い
か
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
っ
た
り
、
新
た
な
場
を

作
っ
て
発
信
し
て
は
ど
う

で
す
か
。

今
後
の
利
用
促
進
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
は
、
健
康
に
つ
な
が
り

ま
す
。
み
な
べ
町
民
、
約

1
万
2
，0
0
0
人
、
多

く
の
方
々
が
、
半
時
間
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
費
用
的
に
は

5
，0
0
0
万
円
ぐ
ら
い

の
医
療
費
が
安
く
な
る
と

い
う
計
算
も
あ
り
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
も
、
清
川
球
場
の
利
用

を
考
え
て
い
き
た
い
。

教
育
長

清
川
球
場
は
、
少
年
野

球
、
中
学
校
の
野
球
等
で

の
利
用
が
あ
り
、
中
体
連

の
秋
季
大
会
は
み
な
べ
町

内
施
設
が
メ
イ
ン
と
な
っ

て
い
ま
す
。
練
習
試
合
等

を
含
め
る
と
、
比
較
的
利

用
し
て
い
る
状
態
に
は
あ

り
ま
す
が
、
中
体
連
に
も

い
ろ
い
ろ
な
利
用
が
で
き

な
い
か
話
を
持
ち
か
け
て

い
き
た
い
。

以
前
、
サ
ッ
カ
ー
の
利

用
等
の
提
案
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
と
も
相
談
し
て
い

き
た
い
。

再
質
問

町
の
体
育
関
係
条
例
で

は
、
「
児
童
及
び
生
徒
の

夜
間
使
用
は
認
め
な
い
。

た
だ
し
、
指
導
者
が
付
き

添
う
等
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
会
が
認
め

た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な

い
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
指
導
者
等
か
ら
熱
中

症
対
策
と
し
て
、
夕
方
か

ら
の
夜
間
利
用
の
要
望
が

あ
っ
た
場
合
、
許
可
は
い

た
だ
け
る
の
か
。

教
育
長

保
護
者
等
の
理
解
も
含

め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
面
に
問
題
が
な
い
よ
う

で
し
た
ら
、
許
可
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

質問 清川球場の利用推進を
答弁 スポーツを通じて健康寿命を延ばす

ためにも利用を考えていきたい

健康づくり 棒
ぼう

　引
ひき

　　清
きよし

 議員

みなべ町議会だよりP7



一般質問

給　食

質問 給食費無償化への発想の転換を
答弁 9月議会には納得いただける議案にしたい

池
い け

田
だ

 三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問子

育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

県
の
示
し
た
期
間
に
限
っ

て
で
も
給
食
費
完
全
無
償

化
を
実
施
し
て
み
る
と
い

う
発
想
の
転
換
が
で
き
な

い
か
。

町
長も

し
無
償
化
に
す
る
な

ら
ば
、
県
の
補
助
金
が

あ
っ
て
も
な
く
て
も
ず
っ

と
続
け
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長歳

入
の
補
正
だ
け
な
の

で
、
十
分
間
に
合
い
ま
す
。

小
中
学
校
別
々
に
と
い

う
考
え
は
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
実
施
す
る
と
き

は
両
方
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長

県
か
ら
の
詳
細
が
前
提

で
す
が
、
い
く
つ
か
の
案

を
持
っ
て
い
ま
す
。
間
違

い
な
く
9
月
議
会
に
は
提

案
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

再
々
質
問

財
政
難
の
中
、
こ
の
よ

う
な
答
弁
を
も
ら
え
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

前
向
き
な
姿
勢
を
評
価
し

た
い
。

町
長財

源
確
保
の
た
め
教
育

予
算
を
給
食
費
に
回
す
こ

と
は
し
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ

と
納
税
を
も
っ
と
増
や
し

て
財
源
に
充
当
す
る
こ
と

も
考
え
ま
す
。

9
月
議
会
に
は
納
得
い

た
だ
け
る
よ
う
な
議
案
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
後
、
県
の
事
業
の
具
体

的
な
詳
細
が
示
さ
れ
、
財

源
確
保
や
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遅
く
と
も
９
月
議
会
に

は
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
長

今
年
度
だ
け
の
無
償
化

で
は
、
保
護
者
の
納
得
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
県
の
詳

細
決
定
後
に
判
断
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

10
月
か
ら
実
施

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
9
月
議
会
で

は
、
歳
入
の
部
分

を
議
会
で
了
解
を

得
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

再
質
問

10
月
実
施
の
た

め
に
9
月
議
会
で

間
に
合
う
の
か
。

小
学
校
の
み
、

中
学
の
み
に
限
定

し
て
実
施
す
る
と

い
う
考
え
は
。

質
問「

夫
が
働
き
、
妻
は
家

事
育
児
を
担
い
、
子
ど
も

は
2
人
」
と
い
う
標
準
世

帯
モ
デ
ル
に
よ
り
、
雇

用
・
税
制
・
社
会
保
証
が

制
度
設
計
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
枠
か
ら
外
れ
た
た
め
、

国
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
中
高
年
シ
ン
グ
ル
女
性

の
存
在
を
認
識
し
て
ほ
し

い
。
子
ど
も
が
い
な
い
女

性
が
、
困
窮
し
て
も
社
会

の
関
心
は
薄
く
、
実
態
調

査
も
さ
れ
て
い
な
い
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
国
の
支
援
は
、

子
育
て
世
帯
や
非
課
税
世

帯
に
集
中
し
た
た
め
、
生

活
保
護
の
一
歩
手
前
で
生

活
し
て
い
る
人
へ
の
支
援

を
置
き
去
り
に
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
方
々
に
対
し
、

住
ま
い
の
支
援
や
公
的
な

相
談
機
関
が
必
要
で
は
な

い
か
。

町
長女

性
の
貧
困
問
題
の
背

景
に
は
、
配
偶
者
の
い
な

い
女
性
や
非
正
規
雇
用
の

女
性
の
増
加
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
生
活
上
の
問
題
等
を

総
合
的
に
支
援
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

貧
困
問
題
は
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
沿
っ

て
、
女
性
男
性
を
問
わ
ず

様
々
な
困
難
を
抱
え
る
方

へ
の
支
援
と
し
て
関
係
機

関
と
連
携
を
し
、
住
ま
い

や
就
労
・
経
済
面
で
自
立

に
向
け
た
生
活
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

女性の貧困
質
問

中
高
年
シ
ン
グ
ル
女
性
の
貧
困
に

支
援
を

答
弁

住
ま
い
や
就
労
、経
済
面
で
自
立
に
向

け
た
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い 
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一般質問

質
問　町

長
は
本
年
度
の
施
政

方
針
で
「
2
0
5
0
年
ま

で
に
脱
炭
素
社
会
を
目
指

す
と
い
う
国
の
方
針
も
踏

ま
え
、
国
の
施
策
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
、
温
室
効

果
ガ
ス
対
策
に
取
り
組
み
、

気
候
変
動
の
緩
和
に
貢
献

し
て
参
り
ま
す
」
と
表
明

さ
れ
ま
し
た
。

町
長
の
強
い
決
意
に
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
お
聞

き
し
ま
す
。

現
状
や
課
題
を
調
査
し
た

う
え
で
、
国
、
県
の
目
標

に
１
％
で
も
近
づ
け
て
い

け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

再
質
問

46
％
削
減
を
達
成
す
る

た
め
の
実
行
計
画
が
策
定

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
た

の
で
す
が
。

み
な
べ
町
が
46
％
削
減

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

2
0
2
0
年
度
実
績
か
ら

さ
ら
に
6
2
，0
4
3
ト

ン
の
削
減
が
必
要
で
す
。

非
常
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
で

あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

実
施
し
な
け
れ
ば
達
成
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
次
の

点
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
お
聞
き
し
ま
す
。

①
国
は
地
方
自
治
体
が
率

先
し
て
保
有
施
設
の
50
％

に
太
陽
光
発
電
の
導
入
を

求
め
て
い
る
が
。

②
太
陽
光
発
電
で
46
％
削

減
す
る
に
は
20
万
М
Ｗ
ｈ

が
必
要
、
民
間
の
協
力
が

不
可
欠
で
は
。

③
町
内
の
全
剪
定
枝
を

バ
イ
オ
炭
化
す
れ
ば
2
，

国
、県
の
目
標「
2
0
3
0

年
度
ま
で
に
2
0
1
3
年

度
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
を

46
％
削
減
」
に
対
す
る
町

の
姿
勢
は
。
ま
た
、
策
定

中
の
「
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
」
は
、
そ
の
目

標
の
達
成
を
前
提
と
し
た

計
画
な
の
か
。

町
長地

球
温
暖
化
防
止
対
策

計
画
で
は
、
ま
ず
事
務
事

業
編
を
策
定
し
ま
す
。

こ
れ
は
自
治
体
の
施

設
や
、
車
両
な
ど
の
電

気
や
燃
料
の
使
用

量
の
実
績
値
を
も

と
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
総
量
を

推
計
し
た
う
え
で
、

総
排
出
量
削
減
の

目
標
値
を
設
定
し

て
、
計
画
を
策
定

し
、
脱
炭
素
化
を

進
め
て
い
く
も
の

で
す
。

カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
が
理
想
で
す

が
、
み
な
べ
町
の

5
0
0
ト
ン

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減

に
な
る
。
町

が
全
面
的
に

支
援
す
べ
き

で
は
。

町
長

①
国
の
方
針

で
あ
り
、
慎

重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

②
現
時
点
で

は
計
画
外
で
あ
り
、
具
体

的
な
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
現
状
を
踏
ま
え
て
検
討

し
ま
す
。

ま
ず
事
務
事
業
編
を
策

定
し
、
具
体
化
し
て
い
き

ま
す
。

再
々
質
問

私
が
過
去
に
行
っ
た
脱

炭
素
化
に
関
す
る
一
般
質

問
に
つ
い
て
再
度
お
聞
き

し
ま
す
。

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
の
考
え
は
。

②
す
べ
て
の
公
共
施
設
に

太
陽
光
発
電
の
導
入
を
。

③
電
気
自
動
車
の
急
速
充

電
器
の
設
置
を
。

町
長

①
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

計
画
・
区
域
施
策
編
に
関

連
し
ま
す
。
成
立
と
共
に

判
断
し
ま
す
。

②
検
討
し
ま
し
た
が
、
構

造
的
に
非
常
に
難
し
い
問

題
で
す
。
可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
着
手
し
ま
す
。

③
維
持
費
も
掛
か
り
ま
す
。

実
態
調
査
し
、
必
要
と
な

れ
ば
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

「
町
の
活
性
化
に
取
り

組
む
団
体
へ
の
支
援
の
在

り
方
を
問
う
」

質問 地球温暖化防止のための温室効果ガ
ス削減への本気度を問う

答弁 国、県の目標に１％でも近づけられれば

環　境 真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員
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一般質問

自殺対策

質問 みなべ町自殺対策計画のさらなる推進を
答弁 関係機関と緊密に連携し、全町的に推進

細
ほそ

川
かわ

安
やす

弘
ひろ

 議員

質
問　自

殺
対
策
へ
の
取
組
︑

決
意
は

①
本
町
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
は
自
殺
者
が
急
増

し
、
今
後
の
状
況
が
憂
慮

さ
れ
る
事
態
に
あ
り
ま
す
。

本
町
の
自
殺
対
策
に
向
け

て
の
取
組
や
決
意
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

自
殺
対
策
を
支
え
る

人
材
の
育
成
を

②「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

と
は
、
悩
ん
で
い
る
人
に

気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぎ
、
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
人
の
こ
と
で
す
。

ま
ざ
ま
な
分
野
の
施
策
を

は
じ
め
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
る
地
域
に
お
け

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
危

機
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

誰
か
に
援
助
を
求
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
こ

と
へ
の
理
解
を
促
し
、
自

殺
予
防
に
向
け
た
普
及
啓

発
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

②
心
の
健
康
を
見
守
る
地

域
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
、

自
殺
に
関
す
る
基
礎
知
識

を
持
ち
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

の
役
割
を
持
つ
、
心
の
サ

ポ
ー
タ
ー
を
育
成
す
る
た

め
の
研
修
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
心
の

サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、
み

ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
な
い
、
み

な
べ
町
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長

③
自
殺
予
防
は
、
児
童
・

生
徒
の
命
を
守
る
た
め
に

は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
意

識
を
持
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
行
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
が
自
殺
対
策

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
取
組

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
自
殺
対
策
は

③
国
の
「
自
殺
総
合
対
策

大
綱
」
に
は
、
子
ど
も
・

若
者
の
自
殺
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
対
策

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長

①
自
殺
対
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
に
は
、
さ

ら
な
い
重
要
課
題
で
す
。

命
を
大
切
に
す
る
こ
と
や

自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め

の
教
育
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
の
児

童
・
生
徒
の
様
子
を
観
察

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

変
化
を
感
じ
取
り
、
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
で
見
守

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
深
刻
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
れ

ば
、
必
要
な
対
応
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

再
質
問

み
な
べ
町
自
殺
対
策

連
絡
協
議
会
の
設
置
を

自
殺
は
個
人
の
問
題
と

し
て
で
は
な
く
、
社
会
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
社
会

全
体
で
自
殺
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
専
門
家
を
交
え
、

関
連
分
野
の
人
が
集
ま
り
、

取
組
の
検
証
、
情
報
交
換

や
意
見
交
換
を
行
い
、
議

論
を
深
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
み
な

べ
町
自
殺
対
策
連
絡
協
議

会
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長い

ろ
ん
な
方
々
の
意
見

を
聞
く
情
報
交
換
や
意
見

交
換
の
場
は
、
非
常
に
必

要
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。連

絡
協
議
会
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
教
育
委
員
会

と
も
よ
く
相
談
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ど
う
い
う
メ

ン
バ
ー
の
方
々
に
入
っ
て

い
た
だ
け
る
の
か
ど
う
か

も
含
め
て
、
早
急
に
検
討

を
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

図書館での心の健康に関する書籍紹介

みなべ町議会だより P10



一般質問

質問 住宅耐震改修等の一層の推進を
答弁 補助金ＵＰを検討し周知・普及に努めたい

防　災 玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

住
宅
耐
震
化
︑そ
の
重

要
性
ゆ
え
の
促
進
を

質
問　能

登
半
島
地
震
で
の
死

者
の
約
8
割
は
「
家
屋
の

倒
壊
」
が
原
因
。
住
宅
の

耐
震
化
が
必
要
だ
。
み

な
べ
町
で
は
、
耐
震
診

断
を
受
け
る
も
、
そ
の

36
･
5
％
し
か
改
修
に
着

手
し
て
い
な
い
。
耐
震
化

が
急
が
れ
る
が
、
そ
の
促

進
策
と
し
て
、

①
改
修
補
助
金
の
町
単
独

の
増
額
を

他
市
町
で
増
額
に
よ
る

成
果
の
例
も
見
ら
れ
る
。

②
耐
震
化
新
工
法
「
低
コ

ス
ト
工
法
」
の
周
知
な
ら

び
に
普
及
を

町
内
の
建
設
関
係
者
へ

の
周
知
や
普
及
の
と
り
く

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

③
改
修
に
つ
い
て
の
広
報

の
強
化
を

そ
も
そ
も
耐
震
改
修
が

い
か
に
必
要
か
を
訴
え
る
こ

と
が
不
足
し
て
い
な
い
か
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
最
も
高
い
津
波
が

想
定
さ
れ
る
高
知
県
黒
潮

町
の
と
り
く
み
は
大
い
に

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

町
長

①
補
助
金
の
増

額
は
、
他
の
市

町
村
へ
の
影
響

等
も
考
慮
し
つ

つ
、
町
村
会
、

市
長
会
等
を
通

じ
て
県
や
国
と

も
相
談
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ

う
。

②
低
コ
ス
ト
工

法
に
つ
い
て
は
、

県
主
催
の
講
習
会
へ
の
参

加
を
促
す
と
と
も
に
、
町

独
自
の
関
係
者
向
け
の
講

習
会
、
研
修
会
等
も
必
要

だ
と
考
え
る
。

③
住
宅
耐
震
改
修
へ
の
広

報
で
は
、
本
年
度
か
ら
戸

別
訪
問
を
行
っ
て
で
も
周

知
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

質
問
で
示
さ
れ
た
黒
潮

町
に
は
、
早
速
、
職
員
を

派
遣
し
、
現
場
の
状
況
や

広
報
等
視
察
し
た
い
。

耐
震
化
の
課
題
は

空
き
家
も
同
じ

再
質
問

住
宅
の
倒
壊
が
避
難
路

を
ふ
さ
ぐ
影
響
に
つ
い
て

は
空
き
家
も
同
じ
だ
。
放

置
さ
れ
た
空
き
家
は
、
劣

化
が
速
く
倒
壊
の
恐
れ
は

よ
り
高
ま
る
。
今
、
町
内

で
は
10
軒
に
1
軒
の
割

合
で
空
き
家
が
存
在
す
る

と
の
こ
と
。
老
朽
危
険
空

き
家
の
除
去
に
つ
い
て
も
、

本
腰
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

こ
こ
で
も
や
は
り
補
助
金

の
増
額
が
必
要
で
は
な
い

か
。
補
助
金
の
増
額
や
所

有
者
へ
の
直
接
の
働
き
か

け
に
よ
り
撤
去
、
除
去
を

進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長町

で
は
平
成
30
年
度
か

ら
、
「
不
良
と
さ
れ
な
い

空
き
家
」
に
つ
い
て
も
町

独
自
に
補
助
の
対
象
と
し

て
き
た
。
現
在
の
上
限
額

60
万
円
の
増
額
に
つ
い
て

は
、
周
辺
市
町
村
の
動
向

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
た
い
。

広
報
に
つ
い
て
は
、
生

活
環
境
の
保
全
と
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
、
引
き
続
き
積

極
的
に
周
知
活
動
を
行
い

事
業
推
進
に
努
力
し
た
い
。

住宅耐震化の重要性

私的な効果
◦倒壊を防ぎ、人や財産を守る。
◦屋外への脱出ひいては津波避

難を可能にする。

公的な効果
◦倒壊による避難路の遮断が避

けられる。
◦救急･消火を円滑にし、復旧･復

興の促進につながる。

道をふさぐ倒壊住宅 ( 珠洲市 ) 静岡新聞より

みなべ町議会だよりP11



委員会レポート

無人駅となっている南部・岩代両駅
今後どうあるべきかの調査･検討を重ねてきました。

総務文教常任委員会 
委員会レポート

委員会のこれまで

令和 5 年
7 月 問題提起
9 月 南部駅構内視察

10 月 県内無人駅視察
↑

協議・検討
↓　

令和 6 年
2 月 一定の方向性を合意
4 月 町担当課との意見交換
6 月 町担当課ＪＲ本社と意見交換
6 月 南部駅 駅員室視察

南部駅の課題

◦遠距離切符や特急券が買えない
◦乗り方がわからない
◦階段昇降機が利用しにくい
◦ゴミが落ちている
◦駅が殺風景
◦跨線橋内が薄汚れている

町内の２つの駅、なかでも南部駅については、多くの方々から何とかしてほしいとの
声が寄せられてきました。

これを受け、昨年 7 月以来、委
員会として次のようなとりくみ

を続けてきました。

委員会では一連の調査・検討により次のよう
な考え方で町に提言することとしています。

委員会の考え方

◦南部 ･ 岩代駅の現状の改善には人が常駐するこ
とが必須

◦人の配置についてはみなべ町が主体となるべき
◦人の配置により、電車の乗り降りにとどまらな

い駅の利活用を進める
◦岩代駅では、地域が進める形を委員会として後

押しする
◦行政・議会の積極的なＪＲの利用

１ 

2

3

ＪＲ紀伊田辺副駅長の説明のもと、
駅員室の中を視察

1 ヶ月以上前からの予約が
必要な昇降機

みなべ町議会だより P12



委員会レポート

明
を
受
け
ま
し
た
。

町
で
は
指
名
競
争
入
札
を
実

施
し
予
定
価
格
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
低
制
限
基
準

額
の
算
出
方
法
も
公
表
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の

基
準
額
に
無
作
為
係
数
（
ラ
ン

ダ
ム
係
数
）
を
乗
じ
た
額
が
最

低
制
限
価
格
と
な
り
、
こ
の
価

格
か
ら
予
定
価
格
の
中
で
一
番

低
い
入
札
者
が
落
札
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

13
通
り
の
ラ
ン
ダ
ム
係
数

は
、
入
札
者
の
前
で
ク
ジ
を
引

い
て
決
め
て
い
る
た
め
、
不
正

の
起
こ
り
え
な
い
制
度
に
な
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
も
適
正
な
入
札
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
み
ま
す
。

「
日
高
果
樹
技
術
者
協
議
会
」

が
行
っ
た
令
和
６
年
度
梅
着
果

状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
う

め
課
長
か
ら
報
告
を
受
け
、
そ

の
後
、
園
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

埴
田
の
山
畑
か
ら
晩
稲
の
平

地
畑
、
受
領
を
通
っ
て
う
め
研

究
所
へ
と
向
か
う
途
中
、
例
年

状
況
調
査
を
行
っ
て
い
る
園
地

に
寄
り
ま
し
た
。

梅
の
着
果
状
況
は
、
園
地
に

よ
っ
て
は
多
少
の
違
い
は
あ
る

も
の
の
報
告
の
と
お
り
非
常
に

悪
い
状
況
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
作
業
中
の
農
家
の

人
か
ら
「
今
ま
で
農
業
を
し
て

き
た
中
で
経
験
を
し
た
こ
と
の

な
い
不
作
で
、そ
の
う
え
雹
（
ひ

ょ
う
）
に
も
や
ら
れ
て
泣
き
面

に
蜂
の
状
態
や
」
と
聞
い
て
、

私
た
ち
も
や
る
せ
な
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

う
め
研
究
所
で
は
、
着
果
が

悪
か
っ
た
原
因
は
開
花
前
の
12

月
か
ら
１
月
の
高
い
気
温
に
あ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
気
温
が

高
い
と
、
め
し
べ
が
な
か
っ
た

り
短
か
っ
た
り
す
る
不
完
全
花

が
増
え
、
受
粉
率
に
影
響
し
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
カ
メ
ム
シ
が
異
常
発

生
し
て
お
り
、
注
意
が
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
。
昨
夏
か
ら
越

冬
し
た
成
虫
も
数
多
く
残
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

う
め
研
究
所
視
察

う
め
研
究
所
は
、
う
め
産
業

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

高
品
質
の
梅
を
安
定
生
産
す
る

技
術
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

温
暖
化
に
対
応
し
た
品
種
改
良

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。　

う
め
研
究
所
で
は
、
安
定
生

産
で
き
る
青
梅
栽
培
技
術
と
し

て
「
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
と
摘
心
処

理
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
省
力
的
で
収
量
の

ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
、
研
究
所

も
そ
の
普
及
に
努
め
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

入
札
制
度
に
つ
い
て
学
ぶ

近
隣
市
町
で
入
札
不
正
事
件

が
起
き
た
こ
と
を
受
け
、
み
な

べ
町
に
お
け
る
入
札
制
度
に
つ

い
て
総
務
課
の
担
当
者
か
ら
説

５月９日に作柄状況調査のため園地や「うめ研究所」を視察しました。
同日、午後には「入札制度」について学びました。

産業建設常任委員会 
委員会レポート

園
地
視
察

「カットバック」
樹高を2.5ｍ以下に
制限する剪定技術です。

「摘心処理」
４月と５月の２回に分

けて、主枝等から発生す
る新梢（徒長枝）を10㎝
程度残して先端を切り返
すことで、伸長が止まり、
実のなる細い枝になりま
す。

埴田地域での園地調査

うめ研究所での園地視察

みなべ町議会だよりP13
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傍
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お
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下
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9
月
議
会

9
月
３
日（
火
）午
前
９
時
～

次
回
の
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

夏の祭典と言えば、何と言っても「花火大会」。
コロナ感染症が 5 類に移行されて以降、全国各地で

花火大会が再開され、今年の夏も多くの老若男女が夏
の祭典を心待ちにしていることと思います。

打ち上げ花火のはじまりは、江戸時代までさかのぼ
り、享保 18 年（1733）に隅田川で行われた水神祭が
その由来と伝えられています。 当時、関西や江戸では、飢饉・疫病の流行により、多数の死者
が出ていました。 その死者たちの慰霊や悪疫退散のために水神祭が催され、打ち上げ花火が上
げられたのが最初です。

では、町内唯一の 8 月 1 日に催される花火大会「鹿島神社奉納花火祭」の歴史はどうでしょうか。
亀井宮司によると、国学者　山内重賢氏が記した宝永地震津波之記に、宝永４年（1707）10

月 4 日、午の下刻（13 時頃）に起こった大地震により、山も崩れ地も裂け家居も瞬く間に失わ
れました。里人ら猪野山へ避難したそうです。猪野山より見ていると鹿島の沖合より津波が、五
つ六つと重ねて押し寄せたところに、鹿島より白く光る円が浮かび上がり津波を二つに分けた
そうです。二つに分かれた波の大きい方は東の方へ、小さな波は山内側へと分かれ　みなべの郷

は救われました。津波被害が少なくなったのは、鹿島大明神
のご加護によるものとし、南部川筋より切目川筋にわたり広
く講を組織し、翌年の 6 月 15 日の夜、松明、提灯を奉納し
たのが起源です。その後、火薬の伝来により各字で花火筒に
より煙火が奉納されるようになり、鹿島神社でも花火筒から
花火祭りへと変化しました。

●鹿島神社奉納花火祭の歴史

町 内 あ れ こ れ

※写真提供は鹿島神社

あ

と

が

き

昨
年
以
上
に
暑
い
日
が
続
き
そ
う
な
気
配
が
す
る
こ
の

頃
で
す
が
、
熱
中
症
対
策
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
た
い
。

し
か
し
、
町
内
の
経
済
を
支
え
る
梅
の
温
暖
化
対
策

は
な
か
な
か
難
し
い
。
今
年
の
梅
の
作
柄
は
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
の
凶
作
で
終
了
し
た
。
暖
冬
で
開
花
が
早
ま

り
、
不
完
全
花
が
多
く
受
粉
が
不
調
だ
っ
た
こ
と
が
要

因
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、梅
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

サ
ク
ラ
ン
ボ
や
桃
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
で
も
高
温

に
よ
る
果
樹
へ
の
影
響
が
出
て
い
る
。

暑
さ
も
本
格
化
し
、
い
よ
い
よ
梅
の
天
日
干
し
作
業

が
始
ま
る
が
、
梅
農
家
か
ら
は
来
年
も
同
様
の
影
響
が

出
る
の
で
は
と
、
今
か
ら
心
配
す
る
声
が
あ
ち
こ
ち
で

聞
か
れ
る
。

自
然
環
境
の
変
化
が
及
ぼ
す
災
い
だ
が
、
産
地
の
維
持

発
展
を
考
え
れ
ば
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
切
に
願
い
た
い
。
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